
ぐるうぶ ｢雑食軌 とは

ふまれても、ふまれても、次から次へと新しい芽を萌やし続ける雑草のよう

にという発想である。

ぐるうぶ ｢雑會山 は、績画り書道、それから陶芸へとその輪を広げ、さらに

彫型画 ･ちぎり絵 ･拓本 ･写真 ･ガラス工芸などを加えて、 郷土に根ざした

素朴で躍動感溢れるものをといった考え方を出発点に、知らない者同士がすぐ

に仲間となって人間的な、つながりを持続することを目的とした総合美術のグ

ループである。

すでにプロの域に達した者、或は、アマチュアに徹しながらそれぞれが粗野

であっても人生経験からにじみ出た根源的な、エネルギー溢れるものを創り出

そうというのが堪らない魅力でもある。

好きな仲間がいる限り、ぐるうぶの灯を消すなが合い言葉である。

お礼 の こ と ば

暑中ご多忙のところ第 3 2 回ぐるうぶ雑創展にご来館戴き誠に有難うござ

いました。

ぐるうぶ雑創も非常に小さな始まりから歳月を重ねながら、評価され、そし

て伝播し、多くの方の支持へとふくらみ今日に至りました。 心からお礼申し上

げます。

これからも 1 年 1 年をステップに切磋琢磨し、美術の創造に努めてまいりま

す。 どうか今まで同様ご鞭撻下さいますようお願い申し上げます。
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